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考察：育成計画の 1 年目の最終到達目標は単独訪問を月 40 回としている。新卒者の単独
訪問利用者は順次増え目標到達が可能と判断できたことからから、 1 年目の育成計画は
大筋妥当といえる。新卒訪問看護の臨床経験の未熟さを補うために、教育機関や医療機
関との協働的な学習支援体制が重要であることが示され、今後その時期や支援内容など
を検討する必要がある。それにより静岡県の在宅ケア状況に応じた新卒訪問看護師育成
プログラムへ充実が可能と考える。  
結論：新卒訪問看護師の成長過程の記述から「新卒訪問看護師育成プログラム」を確認し、
地域に応じた育成プログラムとして改善、修正することができた。  
